
 

 

 

 

 

 

 

いよいよ３年生の合唱です。閉会式でも話しましたが、３年生の合唱には、「素晴らしかった」や「感

動した」などというありふれた言葉ではいい表せないくらい心を震わせてもらいました。心から感謝

したいと思います。きっと３年生の皆さんも心に残る合唱コンクールになったことと思います。 

３年生の感想より 

今年の華秋祭は 1 番自分の中でプレッシャーを感じていました。アル  

トは安定した声量を出し続けられなかったり、速さが速くなってしまっ  

たりするなどの問題点が多かったので、下手をしたら合唱全体を崩して 

しまうことがあると思い練習時から緊張していました。また、自分の中 

では伸びなやんでいたのでホール全体に声を響かせられるのか心配で 

した。しかし、○○さんのすばらしい指揮のテクニック、○○さんの歌 

いやすくリズムが崩れないよう配慮したピアノ、実行委員の最後の声かけで本番は、不安は無く 

楽しく歌うことができました。ステージ上でのクラスのメンバーは、いつも以上、上手な歌声で、 

合唱後の写真撮影では、楽しく、明るく写真が撮れました。なので銀賞をとれたこともうれしか 

ったし、クラス全体がすばらしい合唱をつくることができて本当によかったと思いました。 

思い出に残る華秋祭ができてうれしいです。 

 

私は、中学校最後の華秋祭で学んだことが三つあります。一つ目は努  

力の積み重ねです。朝の会、放課後、昼休みのコツコツの練習が大事で、 

それをくり返すことが必要でした。二つ目は、頑張ることです。あたり 

まえに聞こえる言葉ですが、頑張らないと喜びを感じない。また、全力 

で取り組まないと結果もついてこないことが分かりました。三つ目は、 

勝ち負けにこだわらないことです。勝つことも大切だが負けたとしても全力でせっての敗北なら 

受け入れることができると思いました。この 3 年間の経験から高校、大学、将来に生かしていき 

たいと思いました。 

 

 

 

 

最後、締めくくりは生徒会副会長のあいさつです。 

今回の合唱コンクールでは、戦争をテーマとし平和を願う曲、今の私たちに一歩踏み出す勇 

気をくれる曲、絆をテーマとした曲など様々な曲がありました。どのクラスもそれぞれの曲に 

込められた思いを音の強弱やパート同士のハーモニーで表現し聞き手の心に残る最高の一曲と 

なっていました。保護者の皆様、本日は大変お忙しい中お越しいただきありがとうございました。 

私たちは、実行委員、指揮者、伴奏者を中心とし日々合唱曲と向き合ってきました。今日まで 

の練習の成果と私たちが曲に込めた思いがこの会場にいる皆さんに伝わっていたら嬉しいです。 

この 2 日間の華秋祭がこんなにすばらしい形でできたのはここにいる皆さんのおかげです。本 

当にありがとうございました。 

２０２３年度 

学校だより 

華秋祭特集号

（３） しもね 
牛久市立下根中学校 

令和５年１１月２８日 

文責 校長 立花勝行 

令和５年度 華秋祭（２日目） 合唱コンクール  【３年生の合唱・閉会式】 
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